
◀菰野町 MaaS「おでかけこもの」
https://www.kotsu.town.komono.mie.jp/URL

◀菰野町ホームページ
http://www.town.komono.mie.jp/URL

＊ホームページでは、広報こものを当紙と同じ
体裁でご覧いただけます。

開館時間

１ 日 休館日

２ 月 休館日

３ 火 休館日

４ 水 休館日

５ 木

６ 金

７ 土 10:30 ～　絵本かるた会

８ 日

９ 月

10火

11水

12木

13金

14土 14:00 ～　楽しいおはなし会

15日

16月 休館日

17火

18水

19木

20金

21土 11:00 ～　朗読劇

22日

23月 休館日

24火 休館日

25水

26木 15:30 ～　英語のおはなし会

27金

28土 14:00 ～　楽しいおはなし会

29日

30月 休館日

31火

『スッキリ！がってん！５Gの本』
▶奥村幸彦 / 編著
▶永田 聡・今井哲朗・浦岡行治・須山 聡 / 著
▶電気書院 （547.5/ オ）
５Ｇについての体系的で確実な基礎知識を、わかりやす
く解説した入門書です。５Ｇの技術が可能にするサービ
スとシステム要求条件、無線アクセスに関する基本技術、
高速・大容量を支える技術の検証実験の事例などを取り
上げています。

『いちばん大切な食べものの話』
▶小泉武夫・井出留美 / 著
▶筑摩書房（J610/ コ）
私たちのからだは食べたものでできている。だけどその
大切な食べもののことをおろそかにしていない？まだ食
べられるのに捨てられる食品、低い食料自給率、狭い場
所に閉じ込められる家畜、栄養不足で育てられる野菜、
価格優先の食品メーカー…。食を取り巻く日本の現状と
食のために取り組むべきことなどを紹介しています。

『ノラネコぐんだん　うみのたび』
▶工藤ノリコ / 著
▶白泉社（E/ ク）
ワンワンちゃんの大きな船にこっそりくくりつけたたら
いに乗って、海の旅へと出かけたノラネコぐんだん。夜
になると、そっと船にしのびこみ、船上のプールで楽し
く遊んでいましたが…。
海や空の景色が綺麗で、ノラネコぐんだんたちと一緒に
豪華客船でのクルーズが楽しめる絵本です。

新着図書から

図書館カレンダ－
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※おはなし会やギャラリー展示は新型コロナウ
イルス感染症の影響により中止（延期）とす
る場合があります。

1月

「徳川家康」
▶１月 22 日まで
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燈籠の製作技術
　自然石で製作された燈籠は、山燈籠、寄せ
燈籠、化け燈籠、野

の

面
づら

燈籠など別称も多く存
在していますが、菰野町のあちこちで自然石
を組み合わせた素朴な燈籠を見かけることが
できます。朝明川や田光川で採れる石は斑

はんじょう

状
の花崗岩が多く、細かい細工には不向きであ
ることから、山燈籠を製作する際は、自然石
の姿や形を生かし、なるべくノミをかけない
ように心掛けます。そのため、材料の選定具
合が出来映えを大きく左右し、原石を選ぶ目
とそれぞれの石と
の調和を見極める
センスは、石工の
技術そのものであ
ると言われていま
す。また、山燈籠
の笠の下部「火袋」
と呼ばれる部分は、
加工が絶対に必要
な部分で石を貫通
させたり、格子や
三日月を透かし彫
りにしたりと石工
の技術が光る部分
でもあります。

第 106 回
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【11月末現在】【11月末現在】
1111

件数 １月からの累計
　　  火災発生 ３ 13
　　　救急車出動 153 1604

交通事故 16 151
急病 100 1106
一般負傷 28 248
その他 ９ 99

　　　救助出動 ４ 49
　　　交通事故 100 989

物損事故 94 936
人身事故 ６ 53

死者 ０ ０
傷者 ８ 64

数 増減
　　　総人口 41,295 人 － 17 人

男 20,434 人 － 13 人
女 20,861 人 －４人

　　　総世帯数 17,093 世帯 ＋７世帯

ありがとう
ございます

ボランティア基金▶（福）大和会から 41,840 円
社会福祉のために▶匿名で２万円▶内田眞佐行さんから 100 万円▶
匿名で１万円▶菰野町水土里の郷 池底支部からもち米 30㌔▶匿名で
50 万円▶千種幸彦さんから使い捨てマスク 1,000 枚▶㈱デンソート
リム職制会から 124,000 円
子どもたちのために▶プラウドジャパンホールディングスから子ども
用マスク 4,000 枚

▲弘化５年（1848 年）に
建てられたとされる音羽
の常夜灯

鈴木宝
とみ

王
お

さん
（町芸術文化協会写真部会 田口）

写真撮影

菰野町では、ウクライナ国内および避難民を受け入れる周辺
国への救援活動を支援するため、救援金の受付を行っていま
す。いただいた救援金は、日本赤十字社三重県支部を通じて
ウクライナ国内および周辺国へ送ります。

ウクライナ人道危機救援金を受け付けています

健康福祉課
健康づくり係

問い合わせ

TEL 391-1126
394-3423FAX
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「徳川家康 誰もが知る戦国の覇者」

新しい年の幕開けに
ぜひ図書館をご利用
ください。

年の初めは図書館へ 新年開館日

9:30～ OPEN

１
５

「子ども司書活動報告」
今年度、子ども司書講座を受講
した小学校 6 年生９名の皆さん
が選んだ本を展示しています。
おすすめの本を紹介するポップ
とともにご覧ください。

戦国時代を感じる歴史本、史実を元に書かれた
小説、ゆかりのある地域の観光ガイドブックな
ど、さまざまな角度から「徳川家康」という人
物の魅力を改めて探ってみませんか。

▶１月22日まで

８

「孔版画年賀状展」
▶１月７日から１月 10 日まで

８

「ハッピーバレンタイン」
▶１月 25 日から

８

POPを
作成！


